火災予防査察等事務規定―第18号様式（第33号様式）
	消防用設備等の免除・緩和申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　中芸広域連合消防本部
　消防長　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　
下記対象物の消防用設備等を免除、緩和されたく申請します。

	所在地
	
	電話番号
	

	名称
	
	主用途
	

	申
請
棟
	敷地面積
	
	建築面積
	
	延べ面積
	
	工事種別
	

	
	　　　　階
㎡
	　　　　階
㎡
	　　　　階
㎡
	　　　　階
㎡
	　　　　階
㎡
	　　　　階
㎡
	合　　計

	申請対象物の
消防用設備等
	  １　消火設備                                                      
２　警報設備                                                      
３　避難設備                                                      
４　消火活動上必要な施設                                          

	　申請の種類
	１　共同住宅の特例に関する政令第３２条の適用　２　政令第３２条の適用
３　火災予防条例第１７条の３、第２２条の２、第３４条の３

	申請対象部分
	　申請部分（　　　階～　　　階）　申請部分の構造

	申請理由（共同住宅については裏面に記入）






	 特例適用通達及び質疑
	　　　　　　年　　月　　日　　第　　　号

	· 受　付　欄
	※　承　認　済　欄

	





	

	共同住宅の特例申請記入欄

	１　共同住宅の形式（ 中廊下型、片廊下下型、階段室型、その他）
２　廊下、階段及び住戸と住戸を区画する壁、床は耐火構造　　　　　　（ 該当・非該当 ）
３　廊下、階段室と住戸を区画する出入口　　個　　　数　　　　　　　（ 　　　　ケ所 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防火戸　　　　　　　（ 甲種・乙種 ）
４　廊下、階段室と住戸を区画する窓　　　　面　　　積　　　　　　　（　　　　　 ㎡ ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個　　　数　　　　　　　（ 　　　　ケ所 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防火戸　　　　　　　（ 甲種・乙種 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最大窓面積　　　　　　　（　　　　　 ㎡ ）
５　廊下、階段室と住戸を区画する出入口、窓等タイプ別開口部の合計面積
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）タイプ　　　　（　　　　　 ㎡ ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）タイプ　　　　（　　　　　 ㎡ ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）タイプ　　　　（　　　　　 ㎡ ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）タイプ　　　　（　　　　　 ㎡ ）
６　タイプ中最大住戸及び共用室面積　　　　　　一住戸面積　　　　　（　　　　　 ㎡ ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共用室面積　　　　　（　　　　　 ㎡ ）
７　風呂釜及び給湯湯沸設備の位置、排気の方法

８　竪穴の区画の方法
　　〇　階段室（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　〇　パイプスペース（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　〇　昇降機（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　〇　給排気スペース（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
９　区画貫通配管の材質
　　〇　給水管（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　〇　配水管（ 石綿二層管 ）枝管まですべて一体施工　　　　　　　（ 該当・非該当 ）
10　令８区画貫通配管の材質
　　〇　給水管　区画貫通部おのおの１ｍ以上鋼管
　　　　　　　　その他枝管まで石綿二層管以上により施工　　　　　　（ 該当・非該当 ）
　　〇　排水管　枝管まですべて鋼管により施工　　　　　　　　　　　（ 該当・非該当 ）

	※　２方向避難の確保方法（ 適・不適 ）
※　開口部上部は５０㎝以上のひさし又は９０㎝以上の壁　（ 適・不適 ）
※　開放型住戸　（ 適・不適 ）
※　廊下及び階段部分の壁、天井の仕上げは不燃材料　（ 適・不適 ）

	記事


※印の欄は記入しないこと。

